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これまでに

 SNSとの向き合い方（2017年）

意見をSNSで発信することに向き合う

自分の考えや意見を発信するツールとして

意識して使う授業を展開

⇒SNSを自分の考えを深め意見を発信し

うまくつかえるツールとして認識しなおす

 SNSトラブルを成功に変える取り組み（2020年）

トラブルが顕在化する特徴を踏まえる

1年間を通して指導。SNSトラブルは顕在化するかしなかで常
に起こっている。

⇒常に指導の必要性がある。

トラブルが顕在化する生徒の特長

⇒認知力の低さ 認知力を上げる（コグトレ）
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本校について
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はじめに 臨時休校 分散登校

 2年教育探究コース（男子 8名 女子 18名）

 3月～5月中旬まで 臨時休校

 5月中旬～末 分散登校 （１日おき½の人数）

 教育人間探究の時間（４単位）

文化が途絶える

社会的スティグマ

⇒生徒の興味関心がいまいち
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コロナと私 生徒の思いを引き出す

 思いを吐き出させる

・コロナ休校中にどんな情報に触れたのか

・どんな感情を抱いたのか

・自宅にいることで何が起き、どんな思いをしたのか

⇒作文で自由に書き出させる

 本校教育顧問の先生よりご講演

・連想ゲーム

・世界の状況

⇒気付きを増やし、

学ぶ意欲を引き出す
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生徒から湧き出た学びたい意欲
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フェイクニュースを見抜くには

 NHK for School メディアタイムズ

「フェイクニュースを見抜くには」視聴

 フェイクニュース 罰するべきかどうか？
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フェイクニュースと死

 さらに、フェイクニュースにまつわる事件を取り上げた

メキシコで起きた事件。フェイクニュースが原因で、誘
拐犯だというウソの噂が流れ、興奮した群衆が親子に火を
つけ焼き殺してしまった。

 その後、先ほどのフェイクニュース罰するべきかどうか
のアンケートを取ると
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グループで討論

 テーマ「フェイクニュース罰するべき？」

 １グループ４～7人程度

 自由にグループを設定

 進め方

１．自分の意見を整理（ワークシート使用）

２．各自自分の（複数）意見を付箋に書く

３．付箋を賛成 反対 などのカテゴリに分ける

（付箋の意見について述べながら討論していく）

※事前にルーブリックの評価表を配布しておく

評価基準を示すことで、前向きに取り組ませたい
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議論に熱中する生徒たち
 自然と白熱した議論が交わされた。

 コロナ禍の休校を取り戻すかのように激論に

 自分の問題意識 SNSとの密接な関わり

 同じ賛成派、反対派の中でも微妙な意見の違い

 ⇒１つの意見に対してきちんと理由が明確に付け
加えられていた
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各グループ発表

 賛成か反対か意見をまとめ、代表が発表

「賛成」 「反対」 「どちでもない」という

グループがそれぞれできた。

 感想から

「またやりたい」 特に激論になり討論が盛り上がった
グループほどこの意見が多かった。

⇒コロナ禍で沸き上がってきた思いを討論という形で
吐き出させ、学びの形につなげることができた。

 効果として

・学びの深まり ・他者の意見を聞く力

・自分の意見を発信する ・まとめる力
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おわりに 生徒が得る充実感

 この討論を通して、一番の収穫は

「またやりたい」と思えた生徒が多かったこと

これは充実感や達成感などを得ることができた

特に伸ばせた力《他者の意見を聞く力》

☆事前の準備 自分の意見の振り返り 他者からの気づき

 その後の活動

3学期 防災について色んな状況でどう判断するのか様々な
ケースについて議論

⇒非常に意欲的に活発に討論を行うことができた。

 この討論を機に、プレゼンや討論を前向きに

捉え、活発な意見交流ができるようになった。
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NHK FOR SCHOOL すくレポ①
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https://www.nhk.or.jp/school/aw/sukurepo/202008060382/
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https://www.nhk.or.jp/school/aw/sukurepo/202106050441/
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ご清聴ありがとうございました。
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北辻 研人（きたつじ きよと）
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